
７ 今後の収支見通し（行財政再建プラン取組効果額反映後） 
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（単位：億円） 
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累積収支額（財政調整基金残高等） 26.8 19.9 36.0 27.2 32.9 28.8 27.9 

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

 
単年度収支の見通し 

 

▲5.8 
 

 

▲22.0 
 

 

▲18.3 
 

 

▲22.5 
 

 

▲8.2 
 

 

▲8.6 
 

 

▲5.5 
 

 

累積収支額（財政調整基金残高等） 26.8 4.7 ▲13.6 ▲36.1 ▲44.2 ▲52.9 ▲58.3 
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※ 2018年1月時点のプラン（案）に基づく取組の効果額 － 12.9 27.8 9.9 10.0 1.2 1.2 63.1 

※ プラン【2019年３月版】に基づく追加の取組の効果額 － 2.3 6.6 3.7 3.9 3.3 3.3 23.1 

※表中の数字は四捨五入を行っているため、 合計金額が合致しないものがあります。 

●今後の収支見通し（行財政改革に取り組まなかった場合） 

●行財政改革の取組効果額 （単位：億円） 

（単位：億円） 

追加の取組効果額 合計 

集中改革期間の最終年度までに76.8億円の収支不足が発生 

集中改革期間の行革取組効果額は77.1億円 

財政推計期間の行革取組効果額は86.2億円 

行革の取組効果により赤字は解消され0.3億円収支は改善 

行革の取組効果により赤字は解消され1.1億円収支は改善 

財政推計期間の6年間に85.1億円の収支不足が発生 

●今後の収支見通し（行財政再建プラン取組効果額反映後） 
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現状を上回る財政調整基金残高等を確保 


